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Coexistence Principle in Early Childhood Care and Education of Finland: 





































































































































































































































































































































































































































 6 三 井 真 紀 
ランド人にとって）仕事をすることもとても大事。
つまり、子どもとゆっくり過ごす１年～３年も大切
なわけで、どちらかは選べないけど、少なくとも職
が必ず残っているから、安心して仕事を休める環境
がありました。私は、選べる環境がもっとも大事だ
と思います。子どもによっては、（保育園のような）
大きいグループが苦手な場合もある。しかし、ある
政治家は、これまで最高で３年とれた育児休暇を、
２年にしようとしています。「そんなに長く子ども
といたいのか？」というメッセージを出しているよ
うに思いました。それに同調する動きもあります。
そのような制度に変わった場合、新しい建物が必要
になり、保育者も足りなくなることは明らかです。 
 
 Ｈ氏は、乳幼児期からの保育を否定しているわけ
ではない。一方で、国としてこれまで機能してきた
個々の選択の幅を狭め、多様な子育てを排除するよ
うな決定に対し、説得力のある根拠を求めていた。 
 保育をとりまく環境が変化するとともに、多文化
共生社会の課題も変化し、人々の生活を動かす。子
どもの生活世界に目を向けることの必要性を問い、
必ず子どもに返るべき政策と共生の原理を求める
議論をしたい。 
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